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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の装置と第２の装置を使用して、トランザクション信号を形成する方法であって、
前記第１の装置および／または前記第２の装置は、使用者が携帯するのに適しており、当
該方法は、
・使用者が第１の装置によって、金額に依存している第１の情報を形成するステップと、
・前記第１の装置が当該第１の情報を検証装置に伝送するステップと、
・前記検証装置が前記第１の情報に依存して信号を形成するステップであって、前記信号
は前記第１の装置によって少なくとも二次元の表示に変換されるのに適しており、当該少
なくとも二次元の表示は、前記第１の装置が自身のディスプレイ上に表示することができ
る、ステップと、
・前記検証装置が、前記第１の情報に依存して第１の検証情報を形成するステップと、
・前記信号を、前記検証装置から前記第１の装置へと伝送するステップと、
・前記第１の装置が、前記信号を少なくとも二次元の表示に変換するステップであって、
当該第１の装置が当該少なくとも二次元の表示を自身のディスプレイ上に再現する、ステ
ップと、
・前記第１の装置のディスプレイ上の前記少なくとも二次元の表示を、第２の装置のカメ
ラを用いて撮影して、撮影信号を形成するステップと、
・前記第２の装置が前記撮影信号をまたは当該撮影信号に依存した第２の情報を、前記検
証装置または択一的な検証装置に伝送するステップと、
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・前記検証装置ないしは前記択一的な検証装置が、前記撮影信号ないしは第２の情報から
第２の検証情報を作成するステップと、
・前記第１の検証情報と前記第２の検証情報とを比較して、当該比較が所定の結果を出し
た場合に前記トランザクション信号を形成するステップと
を有している、
ことを特徴とする、トランザクション信号を形成する方法。
【請求項２】
　第１の装置と第２の装置を使用して、トランザクション信号を形成する方法であって、
前記第１の装置および／または前記第２の装置は、使用者が携帯するのに適しており、当
該方法は、
・使用者が第１の装置によって、金額に依存している第１の情報を形成するステップと、
・前記第１の装置が当該第１の情報を検証装置に伝送するステップと、
・前記検証装置から前記第１の装置へと伝送される信号を、当該検証装置が前記第１の情
報に依存して形成するステップと、
・前記検証装置が、前記第１の情報に依存して第１の検証情報を形成するステップと、
・前記第１の装置が、前記信号に依存して、近距離無線通信規格を用いて前記第１の装置
から第２の装置へと伝送されるＮＦＣ信号を形成し、かつ、近距離無線通信規格を用いて
前記第１の装置から第２の装置へと伝送するステップと、
・当該第２の装置が、受信したＮＦＣ信号に基づいて撮影信号を形成するステップと、
・前記第２の装置が前記撮影信号をまたは当該撮影信号に依存した第２の情報を、前記検
証装置または択一的な検証装置に伝送するステップと、
・前記検証装置ないしは前記択一的な検証装置が、前記撮影信号ないしは第２の情報から
第２の検証情報を作成するステップと、
・前記第１の検証情報と前記第２の検証情報とを比較して、当該比較が所定の結果を出し
た場合に前記トランザクション信号を形成するステップ
を有している、
ことを特徴とする、トランザクション信号を形成する方法。
【請求項３】
　前記第１の装置および／または前記第２の装置は、ポータブルコンピュータまたは携帯
電話である、請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の装置から前記検証装置への前記第１の情報の伝送、前記検証装置から前記第
１の装置への前記信号の伝送および／または前記第２の装置から前記検証装置へないしは
前記択一的な検証装置への前記撮影信号ないしは前記第２の情報の伝送を、無線ネットワ
ークを用いて行う、請求項１または２記載の方法。
【請求項５】
　前記検証装置によって形成された信号は、前記第１の装置によって、バーコードの少な
くとも二次元の表示に変換されるのに適しており、前記第１の装置は前記信号をバーコー
ドの少なくとも二次元の表示に変換し、当該少なくとも二次元の表示を前記第１の装置が
自身のディスプレイ上に再現する、請求項１、３または４のいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の装置はプログラムルーチンを処理するのに適しており、前記使用者は前記情
報を形成するためにプログラムルーチンの開始時に、使用者によって選択された金額のみ
を入力し、別の情報は入力しない、および／または
　前記第２の装置はプログラムルーチンを処理するのに適しており、前記第２の装置は前
記伝送されるべき撮影信号ないしは前記伝送されるべき第２の情報を、プログラムルーチ
ンの開始時に、前記カメラによって形成された撮影信号に基づいて形成し、ここで前記第
２の装置への情報のさらなる入力は行われない、請求項１、又は、請求項１を引用する請
求項３若しくは４記載の方法。
【請求項７】
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　前記トランザクション信号が形成されると、確認情報を前記第１の装置および／または
前記第２の装置に伝送する、請求項１から５までのいずれか１項記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はトランザクション信号を形成する方法に関し、殊に、その処理によって、金額
が第１の口座から引き落とされ、第２の口座に貸方記入されるトランザクション信号を形
成する方法に関する。
【０００２】
　実務的に、第１の使用者が第２の使用者にある金額を渡す要求が知られている。これは
紙幣ないしは硬貨の交換によって行われる。ここで、第１の使用者が自身の身元を第２の
使用者に秘密にしておくことができるのは有利である。なぜなら手渡された紙幣ないしは
手渡された硬貨によって、第２の使用者は自身の側で、再び、トランザクションを行うこ
とができるからである。この際に、第１の使用者の身元を知っておく必要はない。しかし
紙幣および硬貨の使用は、面倒に感じられる傾向がある。なぜなら殊に、このような過程
が、第１の使用者が、交換される額に合った紙幣ないしは硬貨の数を準備していること、
または第２の使用者が適切な釣り銭を有していることを前提としているからである。
【０００３】
　ここで、商業活動に関与している多数の人物が有している携帯電話またはモバイルコン
ピュータを、このようなトランザクションを発展させるために用いることを提案する。こ
こではトランザクション信号が形成され、このトランザクション信号を処理することによ
って、ある金額が第１の口座から引き落とされ、第２の口座に貸方記入される。ＥＰ１１
４７６５４Ｂ１号から、金額が伝送されるべき第２の使用者が、第１の使用者に、有料の
サービス電気通信コネクションの呼び出し番号を知らせる方法が公知である。第１の使用
者は、自身の携帯電話でこの呼び出し番号に電話をする。これによって、この有料サービ
ス電気通信コネクションの運営者に、この第１の使用者の呼び出し番号が伝えられ、同時
にないしはさらなる情報の伝達によって、第１の使用者の携帯電話と有料サービス電気通
信コネクションの提供者との間に、第１の使用者に、第１の使用者と第２の使用者との間
で取り決められた額を課す、正当性が生じる。このシステムは一方では欠点を有している
。なぜなら、これによって実際には、有料のサービス電気通信コネクションの運営者が、
第２の使用者、ないしは第１の使用者に、当該サービスの提供および実行に対して、多額
の手数料を課することとなるからである。さらに、この方法では、第１の使用者が、有料
サービス電気通信コネクションの運営者によって課された額を実際に支払うことは、保証
されない。
【０００４】
　ＵＳ２０１０／０００８５３５Ａ１号から、第２の使用者が、自身の携帯電話のカメラ
で、第１の使用者のクレジットカードを撮影する方法が公知である。このような撮影から
、検証装置に伝送される情報が生成される。この情報に基づいて、検証装置は、第１の使
用者の口座に借方記入する。このような方法でも、第１の使用者によって提示されたクレ
ジットカードが実際に有効であるかは、保証されない。偽物である可能性もある。さらに
、このシステムでは、第１の使用者が自身のクレジットカード決済を介して借方記入され
た金額を実際に支払うことは、保証されない。
【０００５】
　鉄道交通および空の交通の現状から、使用者が輸送サービス業者（第２の使用者）にサ
ービスを依頼し、支払いをすることが公知である。これは例えば第１の場所から第２の場
所への旅行である。輸送サービス業者は第１の使用者に、（別個に展開される）サービス
の購入に続いて、信号を供給する。この信号は、サービス業者の装置によって、第１の使
用者の携帯電話に伝送される。ここでこの信号は、この信号を第１の使用者の携帯電話が
、バーコードの二次元表示に変換するのに適しているように形成されている。この二次元
表示は携帯電話のディスプレイに表示される。第１の使用者が、輸送サービスを要求する



(4) JP 6168990 B2 2017.7.26

10

20

30

40

50

権利を有していることを確認するために、第２の使用者は、第１の使用者に伝送された信
号（この信号を第１の使用者が自身の携帯電話に記憶しておくこともできる）を、第１の
使用者の携帯電話を用いてバーコードの二次元表示に変換し、その携帯電話のディスプレ
イ上に再現することを第１の使用者に要求することができる。第２の使用者は、第１の使
用者の携帯電話のディスプレイ上のこの二次元表示を、検証装置のカメラで、撮影信号を
形成して、撮影することができる。検証装置は、この撮影信号または撮影に依存する情報
を、別の検証装置に伝送することができる。この別の検証装置は、この撮影信号またはこ
の撮影に依存する情報を検証し、第２の使用者に確認情報を伝送することができる。
【０００６】
　このことを背景にして、本発明の課題は、トランザクション信号を形成する、改善され
た方法を提供することである。
【０００７】
　この課題は、独立請求項１の構成要件によって解決される。有利な実施形態は、従属請
求項および後続の明細書に記載されている。
【０００８】
　本発明の基となっている基本的なアイディアは、使用者達が紙幣または硬貨の代わりに
、二次元表示を、その提供およびその撮影によって「交換」するか、または紙幣または硬
貨の代わりに、ＮＦＣ信号を、近距離無線通信規格を用いた信号送信およびＮＦＣ信号の
受信によって「交換」することである。この方法は、現金の交換のように、二人の使用者
の身元をそれぞれ他方の使用者に対して秘密にしておくことができる。さらに使用者は、
各情報の受信者によって悪用される恐れのあるクレジットカード情報等を交換する必要は
ない。最後に、この方法によって、第１の使用者が、第２の使用者に渡す金額を有してい
るか否かを事前に検査すること、および例えば第１の使用者の口座が、（例えば携帯電話
またはラップトップの紛失時に）閉鎖されているか否かを検査することが可能になる。こ
れによって、第１の使用者が例えば、交換を望む金額を全く有していない場合にも、使用
者間で取り決められた金額交換のさらなる展開の際に、この額を受け取る使用者に対して
欠点が生じないことが保証される。
【０００９】
　トランザクション信号を形成する本発明による方法の第１の形態では、この方法は、第
１の装置および第２の装置を使用して行われる。ここでこの第１の装置および／または第
２の装置は、使用者によって携帯されるのに適している。本発明の方法では、少なくとも
、以下のステップが実行される：
・使用者が、第１の装置によって額に依存した第１の情報を作成する
・第１の装置が第１の情報を、検証装置に伝達する
・検証装置は、第１の情報に依存して信号を形成する。この信号は、第１の装置によって
、少なくとも二次元の表示に変換されるのに適している。第１の装置はこれを第１の装置
のディスプレイ上に表示することができる
・検証装置は、第１の情報に依存して第１の検証情報を形成する
・前記信号は検証装置によって、第１の装置に伝送される
・前記信号は第１の装置によって、少なくとも二次元の表示に変換される。第１の装置は
これを第１の装置のディスプレイ上に再現する
・第１の装置のディスプレイ上の少なくとも二次元の表示は、第２の装置のカメラによっ
て、撮影信号を形成して撮影される
・第２の装置は、撮影信号または撮影信号に依存している第２の情報を、前記検証装置ま
たは択一的な検証装置に伝送する
・前記検証装置ないしは択一的な検証装置は、撮影信号ないしは第２の情報から第２の検
証情報を形成する
・第１の検証情報と第２の検証情報を比較し、この比較が所定の結果を出すと、トランザ
クション信号を形成する
【００１０】
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　本発明の方法は、紙幣および硬貨の交換と比肩され、第１の使用者は第２の使用者に渡
したい額を、紙幣および硬貨の形で容れ物から取り出し、これを第２の使用者に渡す。従
来技術のこの方法は、本発明の方法では例えば次のことによって追従される。すなわち、
使用者は本発明による方法の有利な実施形態では額を自身の装置に入力し、これに基づい
てこの装置が第１の情報を形成する。この第１の情報は使用者によって選択された額に依
存する。さらにこれはこの第１の情報を検証装置に伝送する。これに対して検証装置はこ
の第１の情報に依存して、信号を形成する。この信号は検証装置によって第１の装置に伝
送され、ここで第１の装置のディスプレイ上の少なくとも二次元の表示に変換される。第
１の装置はこれを、第１の装置のディスプレイ上に再現し、これによって第２の使用者に
呈示することができる。自身に渡された紙幣および硬貨の受理と同様に、第２の使用者は
、自身に呈示された二次元表示を受理する。ここで、第２の使用者は自身の（第２の）装
置のカメラで、撮影信号を形成して、第１の装置のディスプレイ上の少なくとも二次元の
表示を撮影する。第２の使用者が、この撮影信号または撮影信号に依存している第２の情
報を、検証装置に転送すると、検証装置は撮影信号ないしは第２の情報を検査した後に、
トランザクション信号を形成する。これによって、第１の使用者の口座にある金額が借方
記入され、第２の使用者の口座に金額が貸方記入される。この段落に記載されたステップ
は、本発明の有利な実施例である。
【００１１】
　トランザクション信号を形成する、本発明による方法の第２の形態では、以下のステッ
プ
・検証装置が第１の情報に依存して信号を形成する。この信号は、第１の装置によって、
少なくとも二次元の表示に変換されるのに適している。第１の装置はこれを、第１の装置
のディスプレイ上に表示することができる
・検証装置は、第１の情報に依存して第１の検証情報を生成する
・信号は検証装置によって、第１の装置に伝送される
・信号は第１の装置によって、少なくとも二次元の表示に変換される。第１の装置はこれ
を第１の装置のディスプレイ上に再現する
・第１の装置のディスプレイ上の少なくとも二次元の表示は、第２の装置のカメラによっ
て、撮影信号を形成して撮影される
の代わりに、以下のステップが実施される：
・検証装置は第１の情報に依存して信号を形成する。この信号は、検証装置から第１の装
置に伝送される
・検証装置は第１の情報に依存して第１の検証情報を形成する
・第１の装置は、この信号に依存して、近距離無線通信規格を用いて第１の装置から第２
の装置へと伝送可能であるＮＦＣ信号を形成し、第１の装置から第２の装置へ近距離無線
通信規格を用いて伝送される
・第２の装置は、自身が受信したＮＦＣ信号に基づいて、撮影信号を形成する
【００１２】
　実行されるステップのこの変更は、本発明による方法が、使用者が紙幣または硬貨の代
わりに、二次元表示を「交換する」、または、紙幣または硬貨の代わりにＮＦＣ信号を「
交換する」という基本アイディアに基づいているという状況を考慮している。二次元表示
の交換は、その呈示とその撮影によって行われ、ＮＦＣ信号の交換は、近距離無線通信規
格を用いた信号の送信とＮＦＣ信号の受信によって行われる。
【００１３】
　近距離無線通信ＮＦＣは、短距離にわたったデータの非接触交換の伝送規格である。N
ＦＣによって、情報の交換が可能になる。安全機能が装置のハードウェア内に組み込まれ
ている。しばしば、アクセスコントロールおよびアクセス制御のためにＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈが使用される。
【００１４】
　ＮＦＣ技術は、スマートカード接続技術と、非接触接続技術の組み合わせに基づいてい
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る。これは、１３．５６ＭＨzの周波数で作動し、例えば、１０ｃｍの到達距離の場合に
、例えば４２４ｋＢｉｔ/ｓのデータ伝送レートを提供する。これは所望のものであり、
これによって、トランザクションへの同意としてコンタクト開始とみなされる。ＮＦＣは
ＩＳＯ１４４４３,１８０９２,２１４８１ＥＣＭＡ３４０,３５２,３５６,３６２ないし
はＥＴＳＩ　ＴＳ　１０２　１９０によって規格化されている。
【００１５】
　ＮＦＣ機能を有する機器間の通信は、アクティブ・パッシブであっても、アクティブ・
アクティブであってもよい（ピア・ツー・ピア）。これは、この周波数領域における従来
の非接触技術（アクティブパッシブのみ）とは異なる。従って、ＮＦＣは、ＲＦＩＤ界の
ための接続である。ＮＦＣの大部分は、広く使用されている、ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４４３
－Ａ（例えばＮＸＰのＭｉｆａｒｅ技術）ないしはＩＳＯ／ＩＥＣ１４４４３－Ｂ（殊に
、フランス寄りの国々では）に基づいているスマートカードインフラ構造とコンパチブル
であり、同様に、ソニーのＦｅｌｉＣａカード（例えば香港におけるオクトパスカード）
ともコンパチブルである。
【００１６】
　本発明の方法によって、トランザクション信号が形成される。このトランザクション信
号は、例えば、交換される信号シーケンスの信号ないしは複数の信号の一つである。これ
ないしはこれらは、第１の使用者が口座を有している第１の金融機関と、第２の使用者が
口座を有している第２の金融機関との間で交換され、これによって実際に知られている方
法で、第１の使用者の口座から第２の使用者の口座へ金額が移される。このようなトラン
ザクション信号は、電子的な銀行取引から良く知られている。しかし、本発明の方法で形
成されるトランザクション信号は、次のようなトランザクション信号であってもよい。す
なわち、それによって、第１の使用者の、データ処理装置上に置かれている口座に、第１
の額が借方記入され、第２の使用者の、同じデータ処理装置上に置かれている口座に同じ
額が貸方記入されるトランザクション信号であってもよい。この第２の種類のトランザク
ション信号は、例えば、第１の使用者と第２の使用者が同じ金融機関に口座を有している
場合に使用される。同様に、サービス業者が第１の使用者および第２の使用者に、金額交
換のサービスを提供する場合に、上述した第２のトランザクション信号が使用される。こ
のためには第１の使用者および第２の使用者、両者がこのサービス業者に口座を有してい
ることが必要である。例えば、サービス業者がある額を、自身に設けられている第１の使
用者の口座から、自身に設けられている第２の使用者の口座に移す前に、第１の使用者が
、サービス業者に設けられている自身の口座に、銀行預金を有していなければならないこ
とを、サービス業者によって要求されることがある。同様に、サービス業者と銀行との間
で、トランザクション信号を交換することができる。
【００１７】
　本発明の方法を、第１の使用者の口座から第２の使用者の口座へ額を移すために、使用
することができる（形成されたトランザクション信号によって、ある額が第１の使用者の
口座から第２の使用者の口座へ移される）。同様に、本発明の方法を、第２の使用者の口
座から第１の使用者の口座へ額を移すために使用することができる（形成されたトランザ
クション信号によって、ある額が第２の使用者の口座から第１の使用者の口座へ移される
）。
【００１８】
　有利な実施形態に即して、形成されたトランザクション信号によって、第１の使用者の
口座からある額が第２の使用者の口座に移される形態の例として、模範的なケースを示す
。すなわち、第１の使用者が、第２の使用者に渡したい額を（自身の）第１の装置に入力
し、この方法の後続の経過において、第１の装置によって、ＮＦＣ信号が第２の装置（第
２の使用者の装置）に伝達される、または少なくとも二次元の表示が自身の第１の装置の
ディスプレイ上に再現され、これを第２の使用者が第２の装置のカメラによって撮影する
。これによって次に、この方法の後続の経過において、トランザクション信号が形成され
る。このトランザクション信号によって、第１の使用者の口座から第２の使用者の口座に
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金額が移される。この事例は、例えば、使用者が額を自身で自由に選択する状況、ないし
は、有利には第１の使用者に提示された額を自身で自身の装置に入力する場合である。
【００１９】
　有利な実施形態に即して、形成されたトランザクション信号によって、第２の使用者の
口座からある額が第１の使用者の口座に移される形態の例として、模範的なケースを示す
。すなわち、第１の使用者が、第２の使用者から得るべき額を（自身の）第１の装置に入
力し、この方法の後続の経過において、この第１の装置によって、ＮＦＣ信号が第２の装
置（第２の使用者の装置）に伝達される、または少なくとも二次元の表示が自身の第１の
装置のディスプレイ上に再現され、これを第２の使用者が第２の装置のカメラによって撮
影する。これによって次に、この方法の後続の経過において、トランザクション信号が形
成される。このトランザクション信号によって、第２の使用者の口座から第１の使用者の
口座に額が移される。この事例は、例えば、第１の使用者が業者の場合である。この業者
は特定の額を客に要求し、この客がＮＦＣ信号の受信によって、ないしは少なくとも二次
元の表示を撮影することによって、場合によっては別の確認動作によって、この要求を受
け入れ、トランザクション信号が形成される。このトランザクション信号によって、ある
額がこの口座から、第１の業者の口座に移される。
【００２０】
　本発明の方法では、第１の装置および第２の装置が使用される。ここでこの第１の装置
および／または第２の装置は、使用者によって携帯されるのに適している。使用者に携帯
されるのに適している装置とは、殊に、次のような装置である。すなわち、そのサイズ（
長さ×幅×高さ）が０．５ｍ×０．５ｍ×０．５ｍよりも小さく、その重さが１０Ｋｇよ
りも軽い装置である。殊に有利には、サイズは０．５ｍ×０．５ｍ×０．１ｍよりも小さ
い。殊に有利には、サイズは０．１５ｍ×０．１ｍ×０．０５ｍよりも小さい。第１の装
置および／または第２の装置の重さは殊に有利には５Ｋｇよりも軽く、特に有利には１Ｋ
ｇよりも軽く、殊に特に有利には０．５Ｋｇよりも軽い。第１の百合な実施形態では、第
１の装置および／または第２の装置は、ラップトップコンピュータまたは携帯電話であり
、殊に有利にはタブレットＰＣ、ナビゲーション機器、テレビ機器、支払取引端末、ゲー
ム卓またはＭＰ３プレーヤーである。
【００２１】
　有利な実施形態では、第１の装置は携帯電話またはラップトップコンピュータであり、
第２の装置は、使用者によって携帯されない固定装置である。例えば第２の装置は、切符
自動販売機であってよい。第１の装置の使用者は、第１の装置のディスプレイ上に表示さ
れた、少なくとも二次元の表示を第２の装置のカメラに掲げ、これによって額を支払うこ
とができる。この額は切符を形成するために支払われなければならない。ないしは第２の
装置の受信領域内に第１の装置の使用者は、自身の第１の装置を掲げ、これによって第２
の装置と第１の装置との間でＮＦＣ信号が交換される。同様に、第２の装置は商店、例え
ばスーパーマーケットのレジ等であってよく、第２の装置のカメラに、第１の装置の使用
者は、第１の使用者が選択した商品に支払をするために、自身の第１の装置のディスプレ
イ上に再現された、少なくとも二次元の表示を提示する、ないしは第２の装置の受信領域
内に、第１の装置の使用者は自身の第１の装置を掲げる。これによって、第２の装置と第
１の装置との間で、ＮＦＣ信号が交換される。同様に、第２の装置はコンピューター、例
えば使用者のコンピューターであってよく、ここに、使用者はソフトウェア、楽曲、映画
または電子書籍を、インターネットからダウンロードする。このようなサービスに支払い
をするために、第１の使用者はコンピューターのカメラに、自身の第１の装置のディスプ
レイ上に再現された少なくとも二次元の表示を提示し、これによって、自身のコンピュー
ター上の問い合わせ要求に応じて、サービスに支払いをする。
【００２２】
　特に有利な実施形態では第２の装置は携帯電話であり、第１の装置は固定の、使用者に
よって携帯されない装置である。例えば第１の装置は金銭出入機であり、使用者はここで
お金を引き出し、別の口座、例えばこの使用者が自身で同様にトランザクションを自身の
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携帯電話で行うことを望む口座に入金することができる。さらに金銭出入機は、自身のデ
ィスプレイ上に、少なくとも二次元の表示を表すことができる。第１の使用者は、携帯電
話として形成されている、自身の第２の装置によって、およびこの携帯電話のカメラによ
って、金銭出入機によって掲示されたこの二次元表示を、撮影信号を形成して撮影する、
ないしは、第２の装置を第１の装置の受信領域に持っていくことによって、第２の装置と
第１の装置の間でのＮＦＣ信号の交換を可能にし、これによって、本発明による方法のさ
らなるステップによって、トランザクション信号が形成される。
【００２３】
　本発明による方法では、使用者によって、第１の装置によって、第１の情報が形成され
る。この情報は額に依存する。有利な実施形態では、使用者は第１の装置によって第１の
情報を形成する。これは使用者によって選択された額に依存する。殊に有利には使用者に
よって選択される額は数値的な額であり、例えば金額の形の数値的な額である。使用者は
、第１の装置の入力要求によって、第１の装置の入力装置、例えばキーボードまたはタッ
チ式ディスプレイを介して額を入力し、第１の装置がこの入力から第１の情報を生成する
ことによって第１の情報を生成することができる。殊に有利には、入力装置は支払領域を
有しており、これによって使用者は任意の額を入力することができる。しかし入力要求が
事前に選択された額の表示においても、例えば事前に選択された通貨の紙幣および硬貨の
額の段階付けに相応してもよい。ここでこの使用者は額を選択することができる。ここで
使用者は入力装置、例えばキーボードまたは殊に有利にはタッチ式のディスプレイを介し
て額を選択することができる。これは使用者が所望の額に相当する表示を選択することに
よって行われる。最後に挙げた実施形態の有利な実施形態では、使用者は例えば、表示さ
れる記号によって示されていない額も選択することができる。これは使用者が、個々の記
号を多数回、選択することによって行われる。従って使用者は例えば３０．００ユーロを
、２０．００ユーロ紙幣を一度選択し、１０．００ユーロ紙幣を一度選択することによっ
て、選択することができる。有利な実施形態では、額の選択は、第１の装置内に格納され
ており、第１の装置のディスプレイ上に表示される額の像を選択することによって行われ
る。この有利な実施形態では、表示されるべき額は継続的に、第１の装置のメモリ内に格
納されている。この有利な実施形態では、額は殊に有利には、本発明の方法の実施の時間
的な事情においてではなく、殊に有利には５分以内ではなく、殊に有利には１時間以内で
はなく、使用者が第１の情報を形成する前に、外部の装置によって、第１の装置上に再生
される。すなわち、有利な実施形態では本発明による方法は、外部装置によって、例えば
インターネットを介して第１の装置内に入れられる固定額を支払うために使用されるので
はない。これは例えば、使用者がソフトウェア、楽曲、ビデオフィルムまたは本を自身の
装置にダウンロードすることを望み、このサービスに対して額を支払わなくてはならない
場合である。すなわち本発明の方法は殊に有利には、使用者によって自由に選択された値
に対するトランザクション信号を形成するために使用され、使用者によって選択されたが
、外部から設定された額に対して使用されるのではない。これは、本発明の方法が当然な
がらこのような用途に対して同様に使用可能な場合であってもである。
【００２４】
　有利な実施形態では、本発明の方法は次のように実施される。すなわち、使用者が自由
に選択可能な額を入力し、この入力に基づいて、第１の情報を形成することが可能になる
ように実施される。殊に有利には使用者は額を選択し、この額に基づいて、第１の情報が
形成される。ここででは、使用者によって設定されていない、例えば第１の装置内に格納
されている固定値は参照されない。ここで、固定値の選択は、固定値の選出であり、タッ
チ式ディスプレイ上に表示された記号が押されたことを参照した、自由に選択可能な額の
自由な選択ではない。
【００２５】
　しかし、使用者によって、第１の装置を用いて形成された第１の情報は、使用者によっ
て選択された額に依存する必要はない。有利な実施形態では、使用者は、第１の装置によ
って第１の情報を形成する。ここでは使用者は、別の装置、殊に有利には第２の装置から
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、要求信号を受信する。この要求信号は額に依存し、この要求信号に依存して、額に依存
する第１の情報を形成する。従って、この別の装置、殊に有利には第２の装置、例えばレ
ジシステムは、額に依存して、例えば商品に対して支払われるべき額に依存して、要求Ｎ
ＦＣ信号を形成することができる。これは、近距離無線通信規格を用いて、別の装置、殊
に有利には、第２の装置から、第１の装置へ、近距離無線通信規格を使用して伝送される
。第１の装置によって受信されたこの要求ＮＦＣ信号に基づいて、第１の使用者は第１の
情報を形成することができる。これは例えば次のことによって行われる。すなわち、第１
の使用者が第１の装置によって認証ステップを実施することによって行われる。例えば、
要求ＮＦＣ信号を受信した際に、第１の装置によって、第１の装置から要求が（光学的、
音響的または触覚的に）形成される。第１の使用者は第１の情報を形成するためにこれを
確認しなければならない。例えば要求として、第１の装置の場合に設けられているであろ
うディスプレイ上に要求フィールドが示される。第１の使用者は、第１の装置に設けられ
ているであろうキーボード上の入力によってまたは、第１の装置の、設けられているであ
ろうタッチ式ディスプレイ上の入力によって、確認を行う。この確認を例えば、検証コー
ド（ＰＩＮ）を入力して行うこともできる。例えば同様に、要求は、第１の装置が音を形
成することであり得る。その音発生の後、第１の使用者は設けられているであろう第１の
装置のキーボード上の入力または、設けられているであろう第１の装置のタッチ式ディス
プレイ上の入力によって確認を入力する。この場合にも、ＰＩＮの入力が必要であるよう
に設定することができる。同様に、要求が、第１の装置の触覚信号の形成であってもよい
。これは例えばある時間期間の間、振動する。その後、第１の使用者は、設けられている
であろう第１の装置のキーボード上の入力、または、設けられているであろう第１の装置
のタッチ式ディスプレイ上の入力によって確認を入力する。ここでも、ＰＩＮの入力が必
要であるように設定することができる。
【００２６】
　第１の使用者が第１の装置で、額に依存する要求信号を受信し、この要求信号に基づい
て、額に依存する第１の情報が形成される実施形態が実現される場合には、この第１の情
報が第１の装置によって、当該第１の装置と使用者とのさらなる相互作用無しに、要求信
号を受信した後に形成されるようにすることができる。この特別な形態は例えば、次の場
合に使用される。すなわち、第１の使用者が第１の装置に要求信号の受信を許可したこと
のみによって、第１の情報の形成に対する自身の同意を第１の使用者が与えることが確定
されている場合である。しかし特に有利には、第１の情報は、要求信号の受信の後、第１
の使用者と第１の装置とのさらなる相互作用の後ではじめて形成される。これは例えば要
求の確認の後に行われる。これによって、第１の使用者が所望していないのに第１の情報
が形成されてしまうことが阻止される。
【００２７】
　使用者によって形成された第１の情報は殊に有利には、信号または信号の一部である。
これは第１の装置と検証装置との間で交換される。この第１の情報は、信号ないしは信号
の一部である。携帯電話はこの信号をＳＭＳまたはＮＭＳを送信するため、検証装置と、
例えば移動無線網内にはめ込まれているデータ処理装置と交換する。同様に、第１の情報
が、信号ないしは信号の一部であってもよい。これは、この実施例では、携帯電話として
またはコンピューターとして形成される第１の装置がこれを、インターネットを介して検
証装置、例えばインターネットと接続されているデータ処理装置と交換する。ここでこの
インターネットに第１の装置は、無線網（例えばＷ－ＬＡＮまたは移動無線網）を介して
、またはケーブル接続されたネットワークを介してアクセスすることができる。第１の装
置と検証装置との間で交換される信号はさらに、ＬＡＮ接続または例えば地に固着された
電話線路を介して生成される。第１の装置と検証装置との間の移動無線電話接続ないしは
地に固着された電話接続をダイヤル－イン接続として構成することもできる。第１の装置
と検証装置との間の情報交換は、暗号化された信号によって行うことができる。
【００２８】
　殊に有利には、第１の情報は信号または信号の一部である。この信号は検証装置内でさ
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らに処理可能であり、ここでこの第１の情報は次のように信号ないしは信号の一部に含ま
れている。すなわち、検証装置内で、額の値に依存するステップが額の値に相応して実施
されるように含まれる。なぜなら、検証装置は信号ないしは信号の一部は、額の値を読み
出すことができるからである。
【００２９】
　本発明の方法では、第１の装置は第１の情報を検証装置に伝送する。殊に有利には第１
の装置は、第１の情報をあらわすないしは第１の情報に依存している部分を有している信
号を伝送する。検証装置は殊に有利にはデータ処理装置である。これは、信号が第１の装
置によって受信されるように構成されている。殊に有利には、検証装置はデータ処理装置
である。これはインターネット内に埋設されており、インターネットを介してまたはケー
ブル接続である、または、ケーブル接続されかつ部分的に無線網を介して、または無線網
のみを介して、信号を第１の装置と交換することができる。検証装置として、データ処理
信号のネットワークも考えられる。これは、例えば銀行のデータ処理装置のネットワーク
である。
【００３０】
　有利な実施形態では、検証装置への第１の情報の伝送は、使用者が（場合によってはさ
らなる）要求の結果、（場合によってはさらなる）確認を提出した場合にのみ行われる。
例えば、第１の使用者は、第１の装置が第１の情報を形成した後、要求（光学的、音響的
、触覚的）によって、検証装置への第１の情報の伝送を許可することを要求される。有利
な実施形態では、確認を、ＰＩＮを入力して行うことが要求される。
【００３１】
　第１の情報の内容は、額のほかに、別の部分情報も含むことができる。例えば、第１の
情報の部分として、第１の装置の識別特徴に関する情報を含むことができる。可能な識別
特徴は例えば機器ＩＤ／機器識別番号である。同様に、第１の情報の一部として、第１の
使用者によって要求に従って入力されたＰＩＮに関する情報が可能である。有利な実施形
態では、第１の情報の内容または別個に伝達された場所情報は、第１の装置の現在地に関
する情報を含み得る。従って有利な実施形態では第１の装置は次のように構成される。す
なわち第１の装置が自身の位置を、例えばGlobal Positioning System(GPS)を介して特定
し、自身の位置に関するこの情報を、第１の情報の部分として、または、別個に伝達され
る場所情報として、第１の装置から検証装置へ伝送することができるように構成されてい
る。さらに検証装置は、第１の装置の現在地に関する、伝送された情報に基づいて、検査
を行い、場合によっては本発明による方法の継続を阻止する、ないしは第１の使用者の口
座を遮断するように構成されている。
【００３２】
　少なくとも二次元の表示の「交換」に基づく、本発明による方法の第１の形態では、検
証装置は第１の情報に依存して、信号を形成する。この信号は、第１の装置によって、二
次元の表示に変換されるのに適している。この二次元の表示は、第１の装置が第１の装置
のディスプレイ上に表示することができる。殊に有利には、検証装置によって形成された
信号は、第１の装置によって、バーコードの少なくとも二次元の表示に変換されるのに適
している。バーコードは、殊にＱＲコードであってよい。同様に、バーコードとしてＡＺ
ｔｅｃコード、Ｂｒａｎｄａｂｌｅドットコード、Ｑｕｉｃｋｍａｒｋ、ＢｅｅＴａｇｇ
、ＤａｔａＭａｔｒｉｘ、Ｃｏｏｌ－Ｄａｔａ－Ｍａｔｒｉｘ、Ｔｒｉｌｌｃｏｄｅ、Ｃ
ｏｎｎｅｘｔｏおよび／またはＴＭＳコードがある。
【００３３】
　ＮＦＣ信号の「交換」に基づく、本発明による方法の第２の形態では、検証装置は第１
の情報に依存して、信号を形成する。この信号は第１の装置に伝送され、これに依存して
第１の装置はＮＦＣ信号を形成することができる。
【００３４】
　信号ないしは装置によって変換された少なくとも二次元の表示ないしはＮＦＣ信号は、
選択された額に関する情報を含むことができる。これは例えば信号の一部、ないしは例え
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ば変換された二次元表示の一部、ないしはＮＦＣ信号の一部である。しかしこの信号が、
検証装置によって継続されているケースナンバーのインプリメントであってもよい。この
場合には例えば検証装置内にテーブルが格納されており、これは、ケースナンバーを選択
された値に割り当てる。第１の情報に依存した信号の形成のステップは、この信号が選択
された額の実際の値に関する情報を含んでいなければならないことを強制するものではな
い。第１の情報に依存した信号の形成は次のようなものとも理解される。すなわち、検証
装置による第１の情報の受信だけで、検証装置が信号を形成することのきっかけとなるよ
うなものである。これは、この信号が、選択された額の実際の値を含んでいなくてもであ
る。これは例えば、直前の実施例においては、ケースナンバーに基づいて記載されている
。ケースナンバーの代わりに、例えばランダム数を、信号を形成するための基礎として用
いることもできる。
【００３５】
　検証装置によって形成された信号はさらなる情報を含むことができる。これは例えば有
効期間である。有効期間に関するこの情報は例えば、第１の装置のディスプレイ上に再現
を形成するために用いられる。これは、いつ（絶対的に見て）またはカウンターに関して
、期間の経過後、二次元表示が無効になるか、ないしは送信されたＮＦＣ信号が無効にな
るか、ないしは場合によってはむしろＮＦＣ信号が送信されなくなるか、を示す。無効の
二次元表示ないしはＮＦＣ信号は、さらに本発明のステップを実施した後、第１の検証情
報と第２の検証情報の比較の際に、トランザクション信号が形成されない、二次元表示な
いしはＮＦＣ信号である。有利な実施形態では、有効期間は１週間よりも短く、殊に有利
には１日よりも短く、殊に有利には１時間よりも短く、特に有利には５分よりも短い。同
様に、第１の装置は次のように構成されている。すなわち、第１の装置が、有効期間の経
過後に、この信号上に形成されるＮＦＣ信号をもはや送信しないように構成されている。
【００３６】
　検証装置内の信号の形成は、有利な実施形態では、第１の情報のほかに、別の情報にも
依存して行われる。例えば検証装置は第１の情報の入力時に、第１の使用者の口座が、選
択された額よりも高い担保を有しているか否か、または第１の使用者の口座が例えば、選
択された額よりも高い貸し越し枠およびまたは使用枠を有しているか否かを検査する。有
利な実施形態において、信号の形成が第１の情報の他に、別の情報にも依存して行われる
場合、この有利な実施形態では、検証装置が別の情報を得ていない場合、例えば、使用者
の口座が十分な担保を有しているという開示を得ていない場合、検証装置が信号を形成し
ないように設定される。
【００３７】
　有利な実施形態では、検証装置から第１の装置に伝送される信号は、使用者のパーソナ
リティを推測させる情報を含んでいない。殊に有利には、この信号は、使用者の名前、名
前の選択されうる仮名、電話番号、銀行または銀行口座またはクレジットカードを含む情
報を有していない。これはこの情報が暗号化されていてもである。有利な実施形態では、
検証装置から第１の装置に伝送される信号によって、および、少なくとも二次元の表示な
いしは第２の装置のＮＦＣ信号を介して、どの検証装置に、第２の装置が撮影信号または
この撮影信号に依存する第２の情報を伝送しなければならないのかが通知される。これに
よってこの検証装置は撮影信号ないしは第２の情報から第２の検証情報を形成することが
できる。これは次に、第１の検証情報と比較され、この比較が所定の結果を出すと、トラ
ンザクション信号が形成される。
【００３８】
　本発明の方法では検証装置は、第１の情報に依存して（および有利な実施形態では、別
の情報にも依存して）、第１の検証情報を形成する。この検証情報は例えば、少なくとも
二次元の表示に割り当てられている、ないしは、ＮＦＣ信号から形成された信号に割り当
てられている額を含むことができる。この検証情報はさらに、少なくとも二次元の表示の
有効期間に関する情報を含むことができる。この検証情報は少なくとも二次元の表示また
はその一部も含むことができる。ないしはＮＦＣ信号から形成された信号ないしは信号の
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一部を含むことができる。同様に、検証装置は、通貨、第１の使用者の口座運営会社およ
び報奨金に関する情報を含むことができる。これは、第１の使用者に報奨金の権利があり
、トランザクション信号によって報奨金残高から差し引きされるべき場合である。検証情
報は、殊に有利には、本発明による方法の後続のステップにおいて、第２の検証情報との
比較を行うことができるようにするために形成される。これは、少なくとも二次元の表示
のカメラ撮影の評価によって形成される、ないしは、第２の装置によって受信されたＮＦ
Ｃ信号に基づいて形成される。検証情報の比較は、本発明の方法では、トランザクション
信号の形成に対する前提条件である。このトランザクション信号は、比較が所定の結果を
出した場合に形成される。従って有利な実施形態では従って、この第１の検証情報は、全
ての必要な安全コンテンツを含んでいる。これは、第２の検証情報との比較の後に、トラ
ンザクション信号を形成するために設けられている。検証情報はさらに、第１の使用者に
関する情報または第１の装置の識別マークを有することができる。さらに検証情報は、口
座運営企業のロゴを含むことができる。
【００３９】
　第１の検証情報は検証装置内に格納され得る。同様に検証情報または検証装置のコピー
は、別の装置内に、例えば択一的な検証装置内に格納され得る。例えば、第１の検証装置
は、第１の銀行のコンピューターネットワークであり得る。この検証装置は検証情報を形
成し、この検証情報はニュートラルコンピューターネットワーク内に格納される。撮影信
号ないしは第２の情報から第２の検証情報を形成するこの択一的な検証装置は、例えば、
第２の銀行のコンピューターネットワークであり得る。これは第２の検証情報を同様に、
ニュートラルコンピューターネットワークに出力することができる。このコンピューター
ネットワークは第１の検証情報と第２の検証情報を相互に比較し、この比較の結果を第１
の検証装置（第１の銀行のニュートラルコンピューターネットワーク）にも、択一的な検
証装置（第２の銀行のコンピューターネットワーク）にも伝達する。従って、第１の検証
装置と択一的な検証装置との間にトランザクション信号が形成される。
【００４０】
　検証装置から第１の装置への信号の伝達は、第１の情報が第１の装置から検証装置へと
伝送されたのと同じ伝達手段を使用して行うことができる。
【００４１】
　検証装置から第１の装置へと伝送された信号は第１の装置によって、直接的に少なくと
も二次元の表示を形成し、これを第１の装置のディスプレイ上に再生するため、ないしは
、直接的にＮＦＣ信号を形成するために使用される。しかし、検証装置から第１の装置へ
と伝送される信号、ないしはこれに依存している内部信号が、第１の装置のメモリ内に格
納されていてもよい。従って、本発明の方法の有利な実施形態では、第１の装置は、少な
くとも二次元の表示を、使用者によって制御される要求に応じて、はじめて、第１の装置
のディスプレイ上に再現する、ないしは、ＮＦＣ信号を、使用者によって制御される要求
に応じて、はじめて作成する。
【００４２】
　少なくとも二次元の表示の「交換」に基づいている、本発明による方法の第１の形態で
は、第１の装置のディスプレイ上の少なくとも二次元の表示は、第２の装置のカメラによ
って、撮影信号を形成して、撮影される。カメラは、二次元または三次元の光学表示から
撮影信号を形成することができるあらゆる装置である。
【００４３】
　殊に、「カメラ」との用語はデジタルフォトカメラまたはデジタルビデオカメラまたは
アナログビデオカメラのことである。カメラは例えばスキャナーでもある。スキャナーは
、バーコードの読み取りのための産業的な使用、または、スーパーマーケットのレジ、ま
たは搬送サービス業者によるＱＲコードを有している切符の読み出しのために知られてい
る。
【００４４】
　有利な実施形態では、第２の装置は、少なくとも二次元の表示が、第１の装置のディス
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プレイ上で、第２の装置のカメラの焦点内に位置する箇所に保持されると、光学的および
／または音響的な信号を形成することができる。同様に第２の装置は、第１の装置のディ
スプレイ上の少なくとも二次元の表示の、第２の装置のカメラの焦点内の箇所への動きサ
ポートする、光学的または音響的な信号を形成することができる。例えば、第１の装置の
ディスプレイ上の少なくとも二次元の表示が、第２の装置のカメラの焦点内に位置する箇
所外にある場合には、赤色の信号または静かな音響信号が形成され、第１の装置のディス
プレイ上の少なくとも二次元の表示が、第２の装置のカメラの焦点内に位置する箇所にあ
る場合には、緑色の信号または大音声の音響信号が形成される。
【００４５】
　ＮＦＣ信号の「交換」に基づいている、本発明による方法の第２の形態では、ＮＦＣ信
号が、近距離無線通信規格を用いて、第１の装置から第２の装置へと伝送される。
【００４６】
　有利な実施形態では、第１の装置と第２の装置が、ＮＦＣ信号の伝送を可能にする空間
関係になったときに第１のおよび／または第２の装置は、光学信号および／または音響信
号を形成する。同様に、第１の装置および／または第２の装置は、第１の装置および／ま
たは第２の装置を、ＮＦＣ信号の伝送が可能になる場所に動かすのをサポートする光学信
号または音響信号を形成する。例えば、第１の装置および／または第２の装置が、ＮＦＣ
信号の伝送が可能である箇所外にある場合には、赤色の信号または静かな信号が形成され
、第１の装置および／または第２の装置が、ＮＦＣ信号の伝送が可能である箇所にある場
合には、緑色の信号またはより大音声の音響信号が形成される。
【００４７】
　本発明の方法では、第２の装置は撮影信号または、撮影信号に依存する第２の情報を、
検証装置または択一的な検証装置へ伝送する。撮影信号ないしは第２の情報の伝送は、撮
影信号の形成後に迅速に行われる。同様に、撮影信号ないしは第２の情報を、第２の装置
のメモリ内に緩衝記憶し、後の時点で、検証装置ないしは択一的な検証装置に伝送するこ
とができる。撮影信号ないしは第２の情報は、撮影時点に関する情報を含むことができる
。
【００４８】
　有利な実施形態では、撮影信号ないしは第２の情報の伝送は、使用者が、（場合によっ
てはさらなる）要求に基づいて、（場合によってはさらなる）確認を入力した場合にのみ
行われる。例えば、第２の使用者は、第２の装置が撮影信号ないしは第２の情報を形成し
た後、要求に基づいて（光学的、音響的、触覚的）に、撮影信号ないしは第２の情報を検
証装置ないしは択一的な検証装置に放出するように要求される。有利な実施形態では、Ｐ
ＩＮを入力して確認を行うことが要求される。
【００４９】
　有利な実施形態では、第２の情報の内容または別個に伝送される第２の場所情報は、第
２の装置の現在地に関する情報を含むことができる。従って有利な実施形態では、第２の
装置は、次のように構成されている。すなわち、自身の位置を例えばグローバルポジショ
ニングシステム（ＧＰＳ）を使用して特定することができ、自身のポジションに関する情
報を、第１の情報の一部として、または、別個に伝送される場所情報として、第２の装置
から検証装置に伝送することができるように構成されている。さらに、検証装置は、自身
に伝達された、第２の装置の現在地に関する情報に基づいて検査を実施し、場合によって
は本発明の実施の継続を阻止するように構成されている。有利な実施形態では、検証装置
は、第１の装置からも第２の装置からも、第１の装置の現在地および第２の装置の現在地
に関する情報を得る。これによって、検証装置は、第２の装置のカメラによって、第１の
装置のディスプレイ上の少なくとも二次元の表示が撮影された、ないしは、第１の装置に
よって第２の装置へ、近距離無線通信規格を用いて信号が伝送されたのが妥当である程度
に、第１の装置と第２の装置が相互に場所的に近くにいるか否かを検査することができる
。この際に、場所的な近似のこの検証に対しては、第１の装置と第２の装置が、移動無線
網の同じセル内に居ても十分である。
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【００５０】
　第２の情報の内容は、額の他に、別の部分情報も含むことができる。例えば、第２の情
報の一部は、第２の装置の識別マークに関する情報を含むことができる。可能な識別マー
クは例えば機器ＩＤ／機器識別番号である。同様に、第２の情報の一部が、第２の使用者
によって、要求に応じて入力されたＰＩＮに関する情報であってよい。
【００５１】
　本発明による方法では検証装置ないしは択一的な検証装置は、撮影信号からないしは第
２の情報から第２の検証情報を形成する。第１の検証情報と第２の検証情報は比較され、
この比較が所定の結果を出すと、トランザクション信号が形成される。
【００５２】
　形成されたこのトランザクション信号は、選択された額に関する情報を含むことができ
る。これは例えば、トランザクション信号が元来、第１の使用者の口座を、選択された額
だけ減額して、第２の使用者の口座に、この選択された額を貸方記入するために使用され
る場合である。同様に、トランザクション信号は、第１の使用者および／または第２の使
用者に関する情報を含むことができる。従って、第１の使用者および／または第２の使用
者の口座内に、どの第１の使用者からどのような額が第２の使用者のどの口座に伝送され
たのかの情報を再現することができる。しかし、本発明による方法を使用者の身元を隠し
て行うこともできる。この実施例ではトランザクション信号は例えば、カメラによる撮影
の日付および時刻に関する情報を含むことができる。この情報は、自身の口座が正しく借
方記入されたか、ないしは自身の口座が正しく貸方記入されたかを検査するのに、第１の
使用者ないしは第２の使用者にとって十分である。
【００５３】
　有利な実施形態では、第１の検証情報と第２の検証情報の最初の、成功した、トランザ
クション信号をトリガする比較の後に、第１の検証情報が無効にされ、さらなるトランザ
クション信号が形成されなくなる。これによって、第１の装置のディスプレイ上の二次元
表示の多重回使用が排除される。
【００５４】
　有利な実施形態では、第１の装置から検証装置への第１の情報の伝送、検証装置から第
１の装置への信号の伝送、および／または第２の装置から検証装置ないしは択一的な検証
装置への撮影信号ないしは第２の情報の伝送は、無線ネットワーク、例えば移動無線ネッ
トワークまたはコンピューター無線ネットワーク、例えばＷ－ＬＡＮを用いて行われる。
有利な実施形態では、伝送は無線ネットワークの一部区間のみを介して行われ、ケーブル
を介して伝送が行われる伝送区間も含む。
【００５５】
　有利な実施形態では、第１の装置は、プログラムルーチンを処理するのに適している。
ここで使用者は、情報を形成するために、プログラムルーチンの始動時に、自身によって
選択された額のみを入力し、さらなる情報は入力しない。本発明による方法の有利な実施
形態において、第１の装置と検証装置との結合が認証されるステップが設けられるべき場
合には、例えば、第１の装置と、第１の装置を個別化することができる検証装置との間で
情報が交換される。この認証はこの有利な実施形態では、第１の装置内に格納されている
情報に基づいて行われ、この有利な実施形態では、使用者が、第１の情報の形成の時間的
な事情において入力するさらなる情報に基づかない。殊に、使用者が第１の装置によって
第１の情報を形成する５分以上前、殊に１時間以上前に入力しなければならないさらなる
情報のみに基づく。有利な実施形態では、本発明による方法の実施時に、使用者が第１の
情報を形成するために、この額以上のものを選択しなければならないことが回避されるべ
きである。これによって、本発明による方法の実行が容易になり、使用者は特に良好にこ
れを実施する。なぜなら殊に、使用者はその実施のためにさらなる情報が必要なく、例え
ば、認証コード等をメモしておく必要はなく、または秘密にされるべき情報、例えば自身
のクレジットカードの情報を入力する必要がないからである。
【００５６】
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　有利な実施形態では第２の装置は、プログラムルーチンを処理するのに適している。こ
こで第２の装置は、伝送されるべき撮影ないしは伝送されるべき第２の情報を、プログラ
ムルーチンの開始時に、カメラによって形成された撮影信号に基づいて形成する。しかも
、第２の装置に情報をさらに入力することはない、この有利な実施形態も、本発明による
方法の処理を容易にし、第２の装置によって少なくとも二次元表示の撮影を行う使用者が
、さらなる情報を管理する必要をなくす。これによって本発明の方法はさらに、継続され
る。従って、例えば、第２の装置のカメラによって表示の撮影を行う使用者が認証コード
を入力する必要がなくなる。
【００５７】
　本発明の、最後に挙げた２つの有利な実施形態においては、第１の情報の形成および伝
送のために、および撮影信号ないしは第２の情報の形成および伝送のために、さらなる情
報が入力される必要がない場合には安全上のリスクが生じることが明らかである。しかし
、本発明のこの有利な実施形態では、この安全上のリスクは我慢される。なぜなら、この
本発明の方法は有利には、消費者が現金を扱うように扱われるべきであるからである。こ
こでも、第１の消費者が有している紙幣が誤って処理されるリスクが生じる。しかし、こ
のリスクは消費者によって受け入れられる。なぜなら、これによって額の特に容易な処理
が可能になるからである。額のこの容易な処理は、有利な実施形態では、本発明の方法に
よっても可能である。本発明の方法は、別の安全機能を提供することができる。従って例
えば、第１の情報が、設定された額よりも低い額に依存して形成された場合にのみ、検証
装置が信号を形成するように設定することができる。同様に、本発明の方法を、補填可能
な口座によって行うことができる。消費者はこの口座に所期のように、本発明の方法を実
施するために補填する。このような実施形態においては、信号は検証装置によって次のよ
うな場合にのみ形成される。すなわち、消費者の口座が担保を有しており、この実施形態
によって、消費者が最大で、消費者がこの特別な口座に払い込んだ額を失うことが保証さ
れる場合である。
【００５８】
　有利な実施形態では、トランザクション信号が形成されると、確認情報が第１の装置お
よび／または第２の装置に伝送される。この確認情報は例えば、トランザクションが成功
裏に終了したという情報のみを含んでいる。しかし確認情報が、付加的な情報を含んでい
てもよい。例えば第１の装置に伝送された確認情報は、第１の装置の使用者に、第１の使
用者の口座の口座状態を知らせることができる。同様に、第２の装置に伝送される確認情
報は、第２の装置の使用者に、第２の使用者の口座状態を伝えることができる。確認情報
を、領収書を印刷するために使用することもできる。従って、本発明の方法によって客が
商店で品物の支払いをする場合には、確認情報が商人の装置に伝送され、商人はこれに基
づいて、客に手渡す領収書を印刷することができる。これによって、客は、商人の要求を
精算したというさらなる領収書を得る。
【００５９】
　以下では、本発明を、単に実施例を示す図に基づいて詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】本発明による方法の第１のフローチャート
【図２】本発明による方法の第２のフローチャート
【図３】本発明による方法の第３のフローチャート
【図４】本発明による方法の第４のフローチャート
【図５】本発明による方法の第５のフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００６１】
　図１には、第１の使用者Ａと第２の使用者Ｂとが示されている。第１の使用者Ａは、携
帯電話として形成された第１の装置１を有している。使用者Ｂは、携帯電話として形成さ
れた第２の装置２を有している。第１の装置１と第２の装置２は、移動無線網を介して、
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検証装置３と接続されている。この検証装置は、第１のデータ処理装置４と第２のデータ
処理装置５とを有している。
【００６２】
　図２に示されているように、使用者Ａは、本発明による方法の、自身によって実施され
るべきステップを次のことによって実施する。すなわち、使用者Ａが自身の携帯電話上で
プログラムルーチンを開始することによって実施する（プログラム開始）。このプログラ
ムルーチンは、携帯電話のメモリ内に格納されている。遅くとも、第１の使用者が第１の
情報を検証装置３に伝送する時点で（図１のステップ１、図２における表示３ａから４ａ
のステップ）、携帯電話（第１の装置１）は、移動無線網内にログインし、移動無線網ま
たは択一的なプログラムルーチンを介して、第１の検証装置３とコンタクトを取る。プロ
グラムルーチンの開始後に、プログラムルーチンは使用者に、プログラムルーチンのさら
なるステップにおいて支払いを実行したいか否か（バーコードを第２の装置による撮影の
ために自身のディスプレイ上に表示したいか否か）、または、プログラムルーチンのさら
なる経過において、支払いを受けたいか否か、すなわち別の装置のディスプレイ上に表示
されたバーコードを撮影したいか否かを尋ねる。プログラムルーチンのこの時点で、使用
者に、自身の口座状態を伝達することができる（図２におけるステップ２）。
【００６３】
　第１の使用者は、図２のステップ２において、額を支払う手段（「支払い」の表示）を
選択する。これに続いて、第１の使用者はプログラムルーチンによって、額を選択するこ
とを要求される（図２におけるステップ３ａ）。使用者Ａは、（図示されていない）入力
装置を介して、例えば、第１の装置のタッチ式ディスプレイ上の表示ルーチンを介して、
自身によって選択された額（ここでは１２．９９）を入力する。使用者は、自身によって
選択された額を、確認ボタン（「今、支払う」の表示）を選択することによって確認する
。この入力後に、第１の装置は、使用者によって選択された額に依存する情報を形成する
。第１の装置１は、この第１の情報を検証装置３に伝送する（図１におけるステップ１）
。検証装置３は、この第１の情報に依存して、信号を形成する。この信号は、第１の装置
１によってバーコード表示に変換されるのに適している。このバーコード表示を第１の装
置１は、自身のディスプレイ上に表示することができる。検証装置３は、さらに、第１の
情報に依存して、第１の検証情報を形成する。この信号は、検証装置３によって、第１の
装置１に伝送され（図１のステップ２）、第１の装置１によって、バーコードの二次元表
示に変換される。第１の装置１はこの表示を第１の装置のディスプレイ上に再現する（図
２におけるステップ４ａ）。
【００６４】
　第２の使用者は、図２のステップ１および２を自身の第２の装置上で実施し、図２のス
テップ２において、プログラムルーチンのさらなる経過において支払いを受けるべきであ
ること（「集金」の表示）を選択する。これによって、第２の装置のカメラが起動される
。図２のステップ４ｂ（図１におけるステップ３）では、第２の装置２のカメラを用いて
、撮影信号を形成しながら、第１の装置のディスプレイ上のバーコード表示を撮影する。
第２の装置２は、この撮影信号または、撮影信号に依存した第２の情報を、検証装置３に
伝送する（図１におけるステップ４）。検証装置３はこの撮影信号ないしは第２の情報か
ら第２の検証情報を形成し、第１の検証情報と第２の検証情報とを相互に比較する。第１
の検証情報と第２の検証情報とのこの比較の際に、第１の検証情報の一部ないしは、バー
コード内に符号化されている情報ないしはバーコードから読み出された情報を含んでいる
第２の検証情報の一部が一致するか否かが比較される。さらにこの比較時に、同様に、第
２の装置２から検証装置３へ伝送された、撮影時点に関する情報（第２の検証情報の部分
内に格納されている）が、第１の検証情報の一部として格納されている有効期間内にある
か否かが検査される。さらにこの比較時に、第１の検証情報の背後にある支払いが既にト
リガされておらず、第１の検証情報がその後で非活動化されたか否かが検査される。この
比較時に、バーコード内に書き込まれた情報とバーコードから求められた情報が一致して
おり、バーコードがまだアクティブであり、かつ既に先行のバーコード撮影によって現金
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化されていない時点で撮影が実行に移されたことが確認される。従って、検証装置は図１
のステップ５において、情報を口座管理システム６に与える。この情報に基づいて、この
口座管理システム６内でトランザクション信号（図１における第６のステップ）が形成さ
れる。このトランザクション信号によって、第１の使用者によって、図２のステップ３ａ
において選択された額（１２．９９）が使用者Ａの口座Ａに借方記入され、使用者Ｂの口
座Ｂに貸方記入される。
【００６５】
　図２のステップ５ａないしはステップ５ｂにおいて、口座の借方記入および貸方記入が
行われた後、確認情報が伝送される。これに続いて、使用者Ａないしは使用者Ｂは、行わ
れているプログラムルーチン内で、図２のステップ２において、新たに関与するか否か、
または、このプログラムコードを終了させるか否かを選択する。
【００６６】
　図１において第２のステップとして示されているステップでは、上述した実施形態に対
して択一的な実施形態においては、第１の装置１のデータ処理装置４が信号を送信する。
この信号に依存して第１の装置はＮＦＣ信号を形成することができる。この択一的な実施
形態では、図１において第３のステップとして示されているステップでは、第１の装置１
はＮＦＣ信号を第２の装置２に伝送し、第２の装置２はこのＮＦＣ信号に基づいて撮影信
号を形成する。
【００６７】
　図３に示されている択一的な実施形態では、第６のステップとして、それぞれ１つの確
認信号が第１の装置１と第２の装置２に送信され、次に第７のステップとして、図１の第
６のステップおよび上述したステップが実行される。さらに、図３に示されたこの方法で
も、さらなるステップ（第１から第５のステップ）が実行される。これは、図１および図
２に関連して図示し、説明した通りである。
【００６８】
　図４に示された択一的な実施形態では、図３に示されたステップに対して、０番目のス
テップとして、要求－ＮＦＣ信号の伝送が示されている。従って第２の装置、例えばレジ
システムは、額、例えば品物に対して支払われるべき額に依存して、要求－ＮＦＣ信号を
形成することができる。これは、近距離無線通信規格を使用して第２の装置２から第１の
装置１へ、近距離無線通信規格を使用して伝送される（図４における第０のステップ）。
第１の装置１によって受信された要求ＮＦＣ信号に基づいて、第１の使用者は第１の情報
を形成する。これは例えば次のことによって行われる。すなわち、第１の使用者が第１の
装置によって認証ステップを実行することによって行われる。第１の情報が形成されると
すぐに、図４に示されたこの方法でも、さらなるステップ（第１～第７のステップ）が実
施される。これは、既に、図３と関連して説明してある。
【００６９】
　図１から４では、それぞれ左側に示されている使用者が勘定要求を精算することを希望
し（その口座から額が引き出されるべきである（第６のステップ（図１、２）ないしは第
７のステップ（図３、４）を参照））、それぞれ右側に示されている使用者の勘定要求が
精算されるべきである。図１～４ではさらに、左側の使用者が、少なくとも二次元の表示
を自身の第１の装置１のディスプレイ上に再現する、ないしは左側の使用者が自身の第１
の装置１でＮＦＣ信号を送信するようにされている。
【００７０】
　次に図５に基づいて、本発明の実施形態を次のようにも設計可能であることを説明する
。すなわちその勘定要求が精算されるべき使用者（図５では同様に、右側の使用者として
示されている）が、少なくとも二次元の表示を自身の装置１００のディスプレイ上に再現
する、ないしは、右側の使用者が自身の装置１００でＮＦＣ信号を送信し、勘定要求を精
算すべき使用者（図５では同様に左側の使用者として示されている）が自身の第２の装置
２００のカメラで、右側の使用者の第１の装置１００上に示されている表示を撮影する、
ないしは自身の第２の装置２００で、第１の装置１００によって送信されたＮＦＣ信号を
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【００７１】
　図５に示された実施形態を分かりやすくするために、第１の装置１００を商人（商人は
右側の使用者として示された使用者である）のレジシステムの一部として、第２の装置２
００を買手（買手は左側の使用者として示されている使用者）の携帯電話として説明する
。商人（使用者Ｂ、右側の使用者）は、プログラムルーチンを自身のレジシステムにおい
て開始する（第１の装置１００）。プログラムルーチンの開始後、プログラムルーチンは
使用者Ｂに、額を選択するように要求する。使用者Ｂは（図示されていない）入力装置を
介して、自身が請求する額を入力する。この入力後、第１の装置１００は情報を形成する
。この情報は、使用者によって選択された額に依存し、さらに第１の装置１００の識別特
徴を含んでいる。第１の装置１００は、この第１の情報を検証装置３に伝送する（図５に
おけるステップ１）。検証装置３は、第１の情報に依存して信号を形成する。検証装置３
は次に、さらに、この第１の情報に依存して、第１の検証情報を形成する。この信号は検
証装置３によって第１の装置１００に伝送される（図５におけるステップ２）。この信号
を受信した後、第１の装置１００によってＮＦＣ信号が形成され、第２の装置２００に送
信される。ＮＦＣ信号は第２の装置２００によって受信される（図５におけるステップ３
）。ＮＦＣ信号を受信した後、第２の装置２００は第２の装置２００のディスプレイ上に
要求を形成し、使用者Ａ（左側の使用者）に、ＰＩＮを入力するように要求する。使用者
ＡはＰＩＮを、第２の装置２００の入力装置を介して入力する。第２の装置２００は第２
の情報を形成する。これはＮＦＣ信号および使用者によって入力されたＰＩＮおよび第２
の装置２００の識別特徴に依存する。第２の装置２００はこの第２の情報を検証装置３に
伝送する（図５におけるステップ４）。検証装置３は、この第２の情報から第２の検証情
報を形成し、第１の検証情報と第２の検証情報を相互に比較する。この比較の枠内におい
て、検査されるべき情報が一致した場合には、検証装置は確認信号を形成する。この確認
信号は、第１の装置１００（使用者Ｂ、右側の使用者）および第２の装置２００（使用者
Ａ、左側の使用者）に伝送される（図５における第６のステップ）。商人（使用者Ｂ、右
側の使用者）は、この確認信号に基づいて領収書を印刷することができる。商人はこの領
収書を客（使用者Ａ、左側の使用者）に手渡す。さらに、検証装置は図５のステップ５に
おいて、情報を口座管理システム６に伝送する。この情報に基づいて、口座管理システム
６内でトランザクション信号（図１における第７のステップ）が形成される。これによっ
て、使用者Ｂによって選択された額および使用者ＡによってＰＩＮの入力によって確認さ
れた額が使用者Ａの口座Ａに借方記入され、使用者Ｂの口座Ｂに貸方記入される。
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